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15 玖珠盆 地

(1) 地形 ・地質

玖珠盆土色は筑後川支流玖珠川の上流部に発達するもので，湯布院盆地と日田金地の中間部に位

置する 。 本盆地は長径(東西方向〉約 llkm で， その北西部は標高 500~700m の耶馬渓溶結凝

灰岩〈更新11!:中期〉からなる台地があり ， 東部は標高 700~800 111の筑紫溶岩 (更新世前期〉から な

るメサ地形の山 *々が連な り，ほぼ半円形 をな している。南半部には標高 660~ 940 m および
は ね

1，100 m の台地からなる二重メサで有名な万年山があり ，その北側山脚部は西北西から東南東方

向に延びる直線状の急崖となっ ている。
つのむれ

これ ら 山地に取り固まれた盆地は，標高 370~ 400 lnの丘陵性山地からなり，鋭 山， 角埋山お

よび伐株山などの標高 600m のメサ地形も点在している。これらを形成する溶岩も周辺 山地と

同時期の ものである。

盆士也の基盤は玖珠層群(中新世後WJ)である。本層群の下半は宝泉寺層と呼ばれ，変質安 山岩
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図2-9-69 玖珠盆地地質図 (大分県ωを一部修正)

を最下位と して軽石質砕屑岩を主とする互層からなり，古万年山裕岩や安山岩を挟む。 上半は野

上層 と呼ばれ3 シノレト岩，}冒灰岩， 角磯凝灰岩およ び、珪藻土の互眉からなっている。これらの地

層は植物化石，魚類化石 3 珪瑛化石なと、淡水性の化石を含む。本層群はほぼ水平に堆積しており ，

盆地に広 く分布する。

標高 370~ 400m の丘陵性山地は玖珠層群やその上位にのるメサ地形の山地の低平地を埋めた

待 このうち 3 大岩扇山(標高 671m)はメサ地形の典型例と して天然記念物に指定されている。
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第 9孝九州地方の地下水 783 

阿蘇溶結凝灰岩(更新|比後期の阿蘇 4火砕流堆積物に相当〕からなり，沖積面との比高 30-40m と

なっている (図 2-9-69)。

(2) 地下水

玖珠層群は難透水性のシノレト岩や凝灰岩と透水性の溶岩や亀裂を有する角磯凝灰岩の互層か ら

なっている。 このため，前者の難透水層は賦圧層の役目を果たし3 後者は被圧帯水層とな ってい

る。阿蘇溶結凝灰岩は主として非溶結で，層厚も薄く ，丘陵化していることから地下水はのぞめ

ない。

メサ地形をなす火山体の山脚などか ら小規模な湧水が各所で‘み られp 阿蘇溶結凝灰岩などから

なる丘陵性山地聞の水田の水源になり，飲料用水にも使用されている。

太田川と浦河内川および玖珠川沿いの沖積地にある水田 707haの水源として g 太田)11沿いに

6本，浦河内川沿いに 1本の深井戸が掘削されている (No.2-No. 8号井〕。 また，浦河内川の上

流部に，防除，畑かん用水を確保するための調査ポ ーリン グが実施されている くNO.1号井〉。 こ

れら の資料と地質図(討を もとに まとめた結果を図 2-9-69および、図 2-9-70に示した。盆地中心部

にほぼ水平に堆積している野上層は凝灰角磯岩， シノレト岩3 層灰岩，珪藻土などからなっており，

比抵抗値 30-100ρ-111.程度と低く難透水層となっている。このため，ほとんどの深井戸が下位

に分布する宝泉寺2層の安山岩類から被圧地下水を取水している。ただし，NO.1号井や NO.2号

井では，凝灰角磯岩の部分が厚く，裂か水として含まれる被圧地下水を取水している。野上層の

沖積商か らの下限深度は 100-150 111と深い。
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No 深度m 口径四 NWLm GLm Wi原市m nl'/d/m 
1 200 80-1∞ 18.4 4∞ ω 381今回 13 
2 175 80 +7.70 367.80 375.5日 .19
3 100 100 5.3 373.48 368.18 149 

'1 125 100 +2.2 364.73 366.93 378 
160 80 十9.13 354.∞ 363.13 109 

200 80 +1.65 353.72 355.37 99 
200 75 16.50 348.00 331.5日 1469

230 75 15.80 360∞34.1.20 11 
0.1 

10 100 1000 10000 
揚 水量 nVd

図2-9-71 段階 揚 水試験結果図



784 第 2編地方i31Jにみた地下水

表 2-9-20 作井掘り止め深度による湧出水量の変化

No. 5 号 5月二

追掘前|追掘 後

深 度 (m) 150 160 

口 径 (mm) (101) 80 

自 噴 量 (m3jc1) 144 C 0) 728 (+0.6) 

被圧水頭 (m) +9.13 

水頭低下量 (111) 8.53 

揚(湧〕水量 (m3/c1) 144 928 

比 初 出量 (m8/d/m) ? 109 

ストレーナ ー長 (111) (150) 28 

試験日時 S53.3 S53.6 

宝泉寺層に属する安山岩類は暗背灰

色の輝石安山岩からなり， 比抵抗値

150-2，000ρ-111で，亀裂が不規則に

発達している。眉厚は最大 150mまで

確認さ れており， 被圧地下水をl圧給 し

ている。 8本の深井戸のうち 4本は

自l質井であり ，被圧水頭が 9mに及

ぶものもある (No.5号井〉。

深井戸の深度は 100-230m と全体

に深く， 口径は 80-100mmと小さい。

これらの深井戸の揚水試験結果は図

2-9-71に示した。野上居中から取水

する No.1号井と No.2号井の比湧出

量は 13-49m
3/d/I立であり，宝泉寺層

の安山岩類から取水するものは 100-

1，400 m3/d/m で，後者 に比 しでかな

り小さい。ただし， No.8号井は亀裂

の発迷が少なく 3 かつ粘土をかんだ安

山岩に逢着しているため，湧出能力に

乏しい。透水係数 はおおむね 10-4
_

10-5 m/s，貯留係数は 10-2_10-4であ

る。 pI-Iは 7.5-7.8，水温 20-230Cで

ある。

No. 6 号井
古市 Z勺1;:'.. 

追掘前 追掘後

105 200 

80 105 mまで 80 c ) 裸孔径200mまで (66)

65 (0) 1.88 (+0.16) ( )自噴量を1別言したと き
-のパイプの さ (m)

十2.60 +1.65 -不明

16.10 4.06 ー 不明

99 401 

6 99 ? 算出不能

47 47+(95) ( ):線孔区間分

S53.3 S53.6 

H，=+7.68m Q， =200~m3/d 

H4=十3.60111 Q.=626 mS/d 

図2-9-72① 自I質弁 (No.5.1]・井〕の段階揚水試験

自噴井は No.5号チ1:で 9.1m， No.2号井で 7.7m の水頭を有しており，図 2-9-72に示すよう



に，自噴力を利用 した段階湧出 (揚

7Jc)試験を実施 している (図2-9-73)。

なお，被圧水頭の高いものが比湧出量

が多いとは限らない。生成時代の古い

安山岩類としては比湧出量が大きい部

類に入る。

安山岩類などに含まれる裂か水の取

水は裂かの発達頻度や開口度合によっ

て大きく左右される。そのため，ポー

リングの掘止め深度によっても比湧出

量;が大きく異な るこ とがある。

表 2-9-20は No.5号井と No.6号

井の追掘前後における湧出水量などの

第 9:1;1 九州地方の地下水 785、

H，=+O.57 m Q，=928 m3/d 

図2-9ー72② 自噴井 (No.5号井)の段階湯水試験

(溝口四郎氏撮影〉

変化 を比較したものである。 No.5号井は 10mの追掘により自l質量は約 5倍 に増え，比湧出量

も 109m3jdjm と大きくなっている。 No.6号井も 同様であって，自l質量は約 3f音，比湧出量は

9.13m 

G.L 

世100'%，V.p

N.¥νL=十9.13111

ーさ
、、~、¥、

Q， =200njljcl 1-1， = +7. 68m 

[-1，=+6.30111 

1-1，=+5.06111 

図2-9-73 No.5号井段階揚水試験図 (明大工業株式会社(6)による〉
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NO.5号-弁

危 気検居
標尺深度記号地質名 10o 2uo 3UU 400 500 600 Q. m 

(m) ト 0. 30~ ト表 主 一時-'0(-.>(-- a=l.On， 
。。 シノレ ト混 り 一 品 -d，-l>- a =0.5m 

8.10 ・。 砂磯

10 ~ 1¥'二
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16.00 ハー

20 20.20μ 粗粒凝灰岩
... 21.00 制I~!.l'{.砿r!!}:K今日円ーーーー 、，

Jp aFt ， 、， 
〉，，

30 〆〆 絢粒凝灰岩
f‘、l'
，、，
「、，

40 40.90〆〉¥
0，、、

46 . 20 1~a。、き、凝灰ft砂磯

50 49801 :ミ 凝灰質砂 2 

一 細粒凝灰岩 双 _，. 
57. 10 1-，、 ....r... ~

6口 59.80 1，.:'.J、、"r凝灰 ft砂 ‘ 演

，，、'1 1 ~ 
、/， 
/、え 細粒凝灰岩

701 1 ，/ / 
73 . 80 1~ 、，、
76 . 00 ~:~A1 凝灰質砂

、、 ，， 、
801 1>て， 細紘凝灰岩

85.00、，t 

90 91∞ 守tpe、¥e。r 凝灰質砂際

'‘、、、
95.80、行:凝灰質砂
97.40 、¥、、 th11Mhzu.';f!:J:)ξ古'土

100. 00 I ~'、・乞韓
100lioz:oo、

1.0350 ・!-，'子、
105.001'.ー、

10750 t t~\~: 

110 日付 細粒凝灰岩
113.10ヘrペ

115.30|よL:.:.:! 凝灰質砂
、7 
、う

120 や 多

、~

.， ， 粗粒凝灰岩
、，

1301 1.、j， にF134.50ゃ，

四 ω3三 細粒凝灰岩

150
1 Ivvv

安山岩
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図 2-9-74 NO.5号引二の作井地質柱状図および電気倹層(その 1)
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99 m
3
/d/m と約 13倍と大きくなっている。 これらの例のようにJ 採水対象となる層が厚く続く

場合，掘止め深度を前 もっ て適確に決定する こと は実際問題かなりむずか しい。しかし3 掘削完

了後の電気検層によって 3 良好な;務7](層区間(安山場の揚合，一般に高比抵抗値を示す区間)を判定

することが可能なこ ともある。

NO.5号井(図 2-9-74(その 1))では，深度 150mか ら160m を追掘する こ とによって，自l質

量;や揚水量が急増したわけであるが，電気検眉結果でその傾向が読みとれない。しかし NO.6号

井(図2-9ー74(その 2))では， 高比抵抗値を示す安山岩部 (深度 105~ 200 m 問〕が低比抵抗値を

示す部分 (深度 58~ 105 111間〉より良好な帯水層となっている〈表2-9-20)。安山岩の風化 や変質

の度合，亀裂の発迷状況，充填物の有無および

気検眉の結果が万能というわけにlは立Lい、刈カか3なLい、、。ボポ‘一リングコア 一をよく取り ，これを詳細に観察

することが最も必要であろう。裂か水を取水しようとする場合には，口径をほそめにして，掘削

深度をできるだけ深くするのが得策のようである。

(猿山光男〉
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